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との比較・検討を行った。AMOC 法で評価した o-Ps の消滅相手の電子の運動量は、クラウンエーテルの HOMO 準






た。これは、o-Ps の寿命がイオン交換基周辺のナノ空間構造を反映しているためであると考えられる。この PEM 中
での o-Ps の寿命は含水や熱劣化によっても大きな変化は無かったが、消滅相手の電子の運動量およびプロトン伝導
率はそれらの状態に大きく影響を受けていた。また、熱劣化によりプロトン伝導率の低下した PEM を分析すると、
FT-IR 測定などでは PEM の状態変化は検出できなかったが、陽電子消滅法ではイオン交換基の状態変化が評価可能
【96】














で評価した o-Ps の消滅相手の電子の運動量は、分子軌道計算により得たクラウンエーテルの HOMO 準位のエネルギ
ーとの間に相関を示すことが確認されている。このことより、分子軌道計算から複雑な構造を持つ物質中での陽電子




また、熱劣化によるプロトン伝導率低下を起こした PEM の分析において、FT-IR 測定などでは検出できないレベル
の PEM の状態変化が陽電子消滅法では評価できることが確認されている。 
 第５章では、本論文の総括が行われている。 
 本研究で行った配位子のナノ構造解析の成果は、今後の配位子の新規開発や劣化機構解明に寄与するところが大き
いと認められる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
